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 令和４年度 学校評価シート（自己評価） 

 秩父ほうしょう幼稚園 

１、園の教育目標 

建学の精神である「子どもの未来を拓く」をうけ、「みんな、強く、正しく、明るい子」

を教育の目標として、遊びも学ぶことも好きな子どもに育ってほしいと願い日々の教育・

保育に取り組む。 

本園では目指す幼児像として次の４項目を掲げる。 

 １ 正しい生活習慣を身につけ、相手の話がしっかり聞ける子 

 ２ 最後まであきらめず、頑張る子 

 ３ 良い、悪いの判断がつき、自ら主体的に行動できる子 

 ４ 人としての大切な感情を持ち、やさしさ、思いやりのある子 

 

 

２、具体的な目標や計画 

 園の教育目標を受け、各学年ごとに具体的目標を定め年齢や発達段階に応じた年間指導

計画を作成している。また、特別支援を要する園児には、関係機関と連携し、「個別の支援

計画」に基づく指導を行っている。 

 

 

 

３、評価項目の取組及び達成状況 

評価項目 結果（※） 結果の理由 

（１）教育要領、教育課程、子ども

の実態などをもとに教育・保育に

あたっている。 

Ａ 

コロナウィルス感染症防止のため指導計画を変更した

が、代案により、子どもの実態に即す内容とした。保育

日誌は毎週園長が点検しコメントを付した。 

（２）子どもの実態を的確につか

み、具体的な手立てを講じる。  
Ｂ 

週一回の会議を通し、子どもの情報交換を行った。個に

応じたきめ細かな指導に一層配慮したい。 

（３）学期ごとに各クラスの経営の

成果と課題を報告する。  
Ｂ 

職員会議や学年会で課題等を話し合った。年度初めに

は園目標の具現化策を検討し公表した。 

（４）あそびを通して工夫したり、

協力したりする姿が見られる。  

Ａ 
子どもの安全を第一に考え、環境構成に配慮し、年齢に

応じた遊びを工夫した。 

（５）園内における危機管理マニ

ュアルの作成と計画・訓練の実

施が行われている。 

  

Ａ 

危機管理マニュアルを見直し、新たにバス運行規程を整

備した。避難訓練や不審者対応訓練など計画通り実施し

た。  
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4、具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

結 果 理       由 

Ｂ 

学校評価の意義をしっかり受け止め、職員一人一人が適切に自己点検、自己評

価を行っている。今年度は保護者全員にウェブによりアンケートを依頼した。

ＩＣＴ化による業務の効率化は一歩を踏み出したところなので、さらに研究し

ていきたい。 

 

 

 

 ○結果（※）について   

A 十分達成されている 

B 達成されている 

C 
取り組まれているが、成果

が十分でない 

D 取組が不十分である 

 

 

５、今後取り組むべき課題 

課 題 具体的な取り組み方法 

教育課程の実

現状況 

依然コロナ禍であるが、教育課程については計画通り推進することができ

た。保育日誌は毎週提出され、園長が確認しコメントを付している。保育

所や小学校との連携をさらに深めたい。 

事業計画運営

状況 

ＰＴＡ総会は中止としたが、参観日など分散しながら実施することができ

た。運動会は今年度もユーチューブによる配信をした。反応を確認しなが

らより適切な情報公開をする必要がある。園内の Wifiが整備され、ＩＣＴ

化の推進が始められた。 

幼児教育にふ

さわしい環境

整備状況 

各部屋は冷暖房が完備され、空気清浄機や加湿器も整備された。毎日の安

全点検も適切に行われ、その記録簿は毎週園長に提出されている。園児が

生活しやすかったり、遊びやすかったりするよう、整理棚や遊具の配置が

工夫されているが、さらに発達段階に応じた充実を期したい。 
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令和４年度 

 

学校評価シート（学校関係者評価） 

 

秩父ほうしょう幼稚園 学校関係者評価委員会 

 

１．自己評価で設定した目標・計画、評価項目の設定は適切であったか 

・当該事項の設定内容は、継続して繰り返される事項であり、永年の実績から

設定されているので、適切であると考えます。 

・目標、評価項目は適切と思いますが、評価項目の（３）「各クラスの経営の成

果」の表現は「各クラスの目標に対する成果」程度の表現で良いのではと感

じました。計画は具体的に示されていないと思いますので判断できません。 

 

 

２．評価結果の内容は適切であったか 

・前年度より向上した事項があったり、他県における好ましくない事例に鑑み、

直ちに当園としての対応に着手する等、適切と考えます。 

・目標、計画、評価項目の設定は、教育目標を具現化したものであるが、危機

管理マニュアル等の項目の設定は適切と思う。 

 

 

 

 

３．今後取り組むべき課題は適切に設定されているか 

・園の運営等に対し、現代社会に相応しい手法を取り入れたり、園児に対しよ

り密着した対応の実現等が盛り込まれ、適切と考えます。 

・事務の効率化のため、ＩＣＴ化に踏み出したところとのことで、適切な評価

だと思う。 

・コロナ禍での計画推進、保育所や小学校との連携、また、行事のユーチュー

ブでの配信、ＩＣＴ化推進の取り組み、さらに園児たちが生活しやすく、遊び

やすい環境づくりの工夫など適切に設定されていると思う。 

・３つのうち、上の２つは漠然としているように感じます。もっと具体的な課

題が良いと思います。 

 

４．本園が教育・保育の質の向上に向け、改善すべきことを自由に記述して下

さい。 
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・コロナ禍での事業推進は大変でしょうが、上記の連携事業に加え、保護者や地

域住民との連携は大事、色々なアイディア等生まれると思います。また、最近

頻繁に取り上げられているバス内への置き去り、虐待等発生しないよう、取り

組みをお願いいたします。 

・園児の様子を保護者の方にもっと見ていただけるよう、普段の様子を動画撮

影したり、カメラマンさんに写真を撮ってもらったりする。 

・午前中の保育の見直し。ワンパターン化せず、いろいろな体験を試みる。 

・３号園児の遊ぶ時間や場所・内容の改善 

・各方面で問題が発生するたびに適切に対応していると思います。小さな事で

も耳を傾けて問題が大きくなる前に対応できる体制を整えて下さい。人員に余

裕があった方が良いと思います。 

 

 


